
あすてっぷ KOBE 登録グループ企画・発信 DAY 

 

成年後見などの終活支援に参画しませんか？ 

～ 家族も役立つ相続・遺言 ～ 
 

日時：平成 29 年 10 月２９日(日) 

13：30～16：30 

場所：あすてっぷ KOBE  

( 神戸市男女共同参画センター )  

2 階 セミナー室  ４ 

 

参加費：500 円 ( 資料代 )   * 当日受付でお支払いください。 

当会の会員様は、無料です。 

一時保育は、ございません。 

開会 

13:30～13:45  挨拶 当会の紹介等 

13:45～14:25  講義１(40 分)   講師：神田典治 ( 理事長 )・社会福祉士、介護福祉士 P.3 

      講師：峯雅恵  ( 支援員 ) 

      講師：伊藤直子 ( 支援員 ) 

14:25～15:35  休憩  (10 分) 

15:35～15:15 講義２(40 分)   講師：片山浩二 ( 理事 )・行政書士  P.5～18 

 

15:15～15:25  休憩  (10 分) 

15:25～16:05 講義３(40 分)    講師：中橋一夫 ( 監事 )・社会保険労務士、 

ファイナンシャルプランナー P.19～24 

16:05～16:30 質問タイム 

 

閉会 

 

 

主催：特定非営利活動法人 市民後見ひょうご・ 共催：神戸市 
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市民後見ひょうごの支援活動の現状 
 
はじめに 
（１）基本理念 
  ・ノーマライゼーション、自己決定の尊重、身上の保護 
  ・本人中心主義（権利擁護、アウトリーチ、現有能力の活用） 
 
（２）活動方針 
  ・対人援助（市民が、身寄りが無く援助の必要な方を支援する）の活動 
  ・地域福祉（生活圏の中の福祉人財）の構築（ネットワークに参画する） 
 
１ 設立と経過 
（１）市民後見人養成講座の受講者等 
  ・高齢社会ＮＧＯ連携協議会による市民後見人養成講座 

・市民後見ひょうごの成年後見講座 
・神戸市による市民後見人養成講座 

 
（２）ＮＰＯ法人市民後見ひょうごの設立（2009 年 8 月） 
  ・会費 3,000 円（年）、入会金なし 
 
（３）市民後見ひょうごの拠点（事務所） 
  ・神戸市東灘区本山南町（～2016 年 4 月）⇒神戸市長田区苅藻通 
 
２ 活動の状況 
（１）会員の活動に際して 
  ・交通費等の実費は、市民後見ひょうごが負担 
  ・活動・報告等の謝礼として、500 円～2,000 円程度 
 
（２）法定後見（本人の判断力が低下し、家庭裁判所の手続きを経る） 
  ・身上の保護：介護保険サービス・医療サービス等の契約・手続等の生活支援 
 
 
 
  ・財産管理：預金通帳の管理、収入や支出の実施など 
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３ 活動事例 
（１）90 歳代の独居在宅の女性（ご本人）を支援して 5 年 
  ・成育歴・生活スタイル（人柄） 
 
 
  ・家族・親族・近隣住民の関係（家族親族等のつながり・絆） 
 
 
  ・介護保険施設への入所（一緒になって考え、検討） 
 
 
  ・緊急入院の場合（将来の心配事） 
 
 
  ・葬儀・墓碑・供養（死後事務の依頼） 
 
 
 
（２）60 歳代の娘（1 年前に死亡）と 80 歳代の母（ご本人）の 

支援（身上監護のみ）として 
  ・家族・親族・ドクター等の関係（家族親族等のつながり・絆） 
 
 
  ・娘のターミナル期（介護施設から病院までの同行など） 
 
 
  ・娘の葬儀（葬儀の段取り・実施など） 
 
 
  ・自宅の片付け 
 
 
  ・入所施設の選択・施設生活の支援 
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市民後見ひょうごの支援活動の方向性

Ⅰ終活支援活動の現状

（1） 終活項目(終活ニーズ)の広がり

＊市民後見ひょうごの支援活動：現状の主な活動◎、実績あり〇

  ◎成年後見（後見、保佐、補助）

〇任意後見

〇見守り活動

〇死後事務管理

〇相続相談、遺言書作成

〇年金相談、受給手続き

・永代供養契約管理

・葬儀の手配、散骨

・墓じまい、合葬、改葬 

・住宅他不動産処分

・家財整理、生前遺品整理

・デジタル遺品整理

・資産管理

・不動産管理、空き家問題

・家族信託（民事信託）相談

・その他

（2）活動領域の広がりを求められるＮＰＯ組織 

① 成年後見集中型の支援活動の限界

「現代は、ＮＰＯ組織に対しても

長期に亘って安定したサービスを提供する能力が求められる時代」 

高齢者層とその家族の終活ニーズは多様化

報酬が期待できない成年後見の受託が増加傾向

ＮＰＯ自身の努力により安定した収益基盤の確保が不可欠
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② 市民後見ひょうごの活動の方向性

市民後見ひょうごの活動理念：大切にすべき対象の優先順位

上記の活動理念を踏まえて

現状、市民後見ひょうごが直面している課題

〇成年後見活動を実践する支援員の不足

〇拡大する終活項目に対応する人材とノウハウの不足

〇終活支援活動取り組みへの戦略不足

〇外部専門家組織との連携不足

↓↓

◇人生経験の豊かな方に支援員に参加していただくことにより、 
 支援力を高める  「身上監護」から「心情監護」へ

◇幅広い社会経験を有する人の参加により、支援活動に必要とさ

れるノウハウの共有を図る

◇蓄積した人材とノウハウをベースに、組織として取り組むべき

終活支援項目の領域を見直す

◇専門職との提携推進によりネットワークを強化する

Ⅱ「家族信託制度」について

現在注目を集めつつある「家族信託制度」を紹介します

（1） 相続の準備において、成年後見制度と遺言書制度にも限界がある 

第 1 は自分の人生 
第 2 は家族との絆 
第 3 は仕事（生活の基盤） 
第 4 は余力による社会貢献ボランティア活動の参加 
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  認知症になってからでは取引や契約行為が出来ない

  （遺言書作成、不動産取引、贈与、訴訟行為、金融取引他）

後見人が付けば、事実上相続対策（贈与他）は出来ない。

資産の処分は家裁の許可が必要（迅速な処分は困難）

後見人は株主の議決権行使や会社の経営が出来ない

遺言書では二次相続以降の相続人を決められない

遺言書は亡くなってからしか効力は生じない

遺言書は何度でも書き換えることが出来る

「家族信託制度は、成年後見制度と遺言書で生じる隙間を埋める制度」

（2） 家族信託制度の概説

「信託法」平成 18 年 12 月に改正、翌年 9 月施行 
  相続や財産管理の在り方を大きく変革する制度

信託とは

 所有者（委託者）が、特定の目的に従って、その所有する不動産・

現金・預金・有価証券・動産等の財産（信託財産）を、信頼できる

個人・法人（受託者）に託し、誰か（受益者）のために、その財産

の処分・管理を任せる仕組み

民事信託とは

信託業の免許を持たない受託者に任せる信託の通称 

⇔ 商事信託：信託業の免許を持つ受託者に任せる信託、信託報

酬を得て、不特定多数から反復継続的に行う信託

業法の適用を受ける営業行為の信託

＊信託銀行の「遺言信託業務」は商事信託であり、民事信託とは

無関係。

「信託」の名称が銀行業の信託業務（商事信託）と混同され

ており、それが民事信託の普及を妨げている要因となっている。 
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     家族信託とは 
      民事信託の中での家族型信託の通称 

委託者が自分自身の財産を信頼できる家族・親族他信頼する人物

に託す信託方法で財産管理の一手法。 
     
 

 信託財産とは 
      信託された財産で、委託者からも受託者からも受益者からも独立

した財産となる。相続財産に含まれない。 
      不動産：所有権移転登記、信託登記が必要。受託者の名義となる。 
          不動産取得税は発生しない、登録免許税は通常の 1/5 
      預貯金：金融機関において委託者○○、受託者△△信託口を設定

する 
      株式：株主名簿に名義書き換えが必要 
 
 
     受益権とは 
      信託財産から生じた成果の給付を受ける権利。相続による移転、

譲渡が可能（受益者の変更 遺言書の代替効果） 
      
 

家族信託の主な登場者 
      委託者：財産を託す人、財産の元の所有者 
      受託者：財産を託される人、財産の名義人 
          *未成年者、被後見人、被保佐人は受託者になれない 
       

受益者：信託財産から生じた成果を受け取る人、実質の所有者 
          所得申告の義務者  

信託設定時には委託者=受益者のケースが多い(自益信託) 
贈与で受益者となれば贈与税が、相続で受益者となれば  

相続税の支払い義務が発生する 
 

      信託監督人：受益者が年少者・高齢者等であって、受託者を監督

できない場合に指定される 
      受益者代理人：受益者が頻繁に変動したり、不特定多数である場

合に指定される人   
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（3）家族信託の効果 
 
      委任契約の代用：元気な時から信託財産の管理と処分を委託する 

後見制度の代用：本人の判断能力の低下後において、信託財産の

管理と処分を託す (信託契約締結時点で判断能

力を有することが必要) 
      遺言の代用：本人死亡後の信託財産の承継先を定める 
           ＊信託財産は相続財産に含まれないが、遺留分に注意 
      遺言の補完：二次相続以降の信託財産の承継先を指定できる 
           ＊後継ぎ遺贈型受益者連続信託 
 
 
       

（4） 家族信託制度の活用事例（不動産） 
 

事例 1：受益権と管理権限の分離を意図した信託 
 
不動産を所有する父親が認知症になった場合に備えて、父親自ら

の判断で保有不動産を息子に信託する  
 
 委託者 兼 受益者(自益信託)  ⇒ 父親 
         実質的所有者 
         賃貸の収益、物件売却の代金を得る 
         所得税の申告義務がある（税金負担） 
 
 受託者（管理権限） ⇒ 息子 

           不動産の所有権の名義人 
            物件を管理（賃貸、売却の判断と決定） 
            物件再開発に掛かる借入、担保提供、 

収益金の回収を担う 
  

       法務局において所有権移転登記と信託登記を行う  
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事例 2：遺言代用の信託 
 

      父親（不動産所有者）が生存中は父親自身を受益者とするが、父

親死亡後は子または配偶者などを受益者とする。 
 
     委託者 兼 (当初)受益者  ⇒ 父親 
 
           父親死亡後受益権を相続 
                ↓ 
      次の受益者 ⇒ 子または配偶者、双方の並立も可能 
 
     受託者 ⇒ 信頼出来る人物を選任 
  

 
 

事例 3：後継ぎ遺贈型の受益者連続信託 
 

子供のいない高齢者夫婦、住宅底地はご主人がご両親から相続し

たもの。ご主人が亡くなった後は、奥さんが相続争いに巻き込ま

れることなく安心して住宅に住めるようにしたい。 
しかし奥さんが亡くなった後、自宅不動産が奥さんの親族に相続

されることには違和感がある 
 
     委託者兼（当初）受益者 ⇒ 主人 
 

主人死亡後受益権を相続 
                ↓ 
      次の受益者 ⇒ 奥さん 
                 
           奥さん死亡後受益権を相続 
                ↓ 

次の次の受益者 ⇒ 主人の兄弟甥姪等の親族 
 
     受託者 ⇒ 信頼出来る人物を選任 

                                

以上                                
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